
環
　
境

次
に
、
二
番
目
に
大
き
な
柱
と
な
る
の
が
環
境
で
あ
り

ま
す
。

本
市
で
は
、
こ
の
た
び
宮
城
県
内
で
初
め
て
「
水
道
水

源
保
護
条
例
」
の
制
定
を
提
案
い
た
し
ま
し
た
。
本
条
例

は
、
そ
の
目
的
に
本
市
独
自
に
「
住
民
の
き
れ
い
な
水
を

享
受
す
る
権
利
を
守
る
こ
と
」を
明
文
化
す
る
と
と
も
に
、

「
水
源
保
護
地
域
」
を
指
定
し
、
水
道
水
源
水
質
の
汚
染

な
ど
の
不
安
や
恐
れ
の
あ
る
ゴ
ル
フ
場
、
産
業
廃
棄
物
最

終
処
分
場
等
の
立
地
を
規
制
す
る
も
の
で
す
。
こ
の
こ
と

に
よ
り
、
将
来
に
わ
た
っ
て
住
民
が
安
全
で
安
心
し
て
生

活
し
て
い
く
た
め
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
飲
料
水
の
供

給
が
で
き
る
も
の
と
確
信
い
た
し
ま
す
。

一
方
、
環
境
基
本
計
画
の
理
念
で
あ
る
地
球
規
模
で
の

環
境
問
題
に
取
り
組
む
た
め
、
現
在
、
平
成
十
三
年
度
内

の
「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
」
の
認
証
取
得
を
目
指
し
な
が

ら
、
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
進
め
て
お

り
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
地
球
環
境
に
配
慮
し
た
行
政
を
行
う
た

め
、
施
設
管
理
や
あ
ら
ゆ
る
事
務
事
業
が
、
環
境
に
負
荷

を
与
え
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
確
固

た
る
手
順
で
確
保
す
る
と
と
も
に
、
今
後
、
こ
れ
を
市
民

に
普
及
徹
底
さ
せ
て
い
く
こ
と
を
最
終
の
目
的
と
し
な
が

ら
、「
白
石
ら
し
さ
」
で
あ
る
歴
史
あ
る
水
の
文
化
と
緑

の
自
然
を
後
世
に
引
き
継
ぐ
た
め
に
、
住
み
よ
い
環
境
の

保
全
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
本
年
四
月
か
ら
施
行
さ
れ
る
「
特
定
家
庭
用
機

器
再
商
品
化
法
」（
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
）
に
つ
い
て
は
、

市
内
家
電
業
者
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
限
り
あ
る
地
球
資

源
の
有
効
活
用
を
図
り
、
廃
棄
物
に
よ
る
環
境
負
荷
を
極

小
す
る
た
め
、
循
環
型
社
会
の
形
成
を
目
指
し
て
ま
い
り

ま
す
。

生
涯
学
習

三
番
目
の
柱
は
生
涯
学
習
で
あ
り
ま
す
。

物
の
豊
か
さ
か
ら
心
の
豊
か
さ
の
時
代
へ
と
、
そ
し
て

中
央
の
文
化
か
ら
地
域
文
化
の
時
代
へ
と
ゆ
っ
く
り
と
着

実
に
変
遷
し
て
い
る
今
日
、
二
十
一
世
紀
の
都
市
間
競
争

の
キ
ー
を
握
る
の
は
間
違
い
な
く
文
化
で
あ
り
、
生
涯
学

習
の
推
進
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

本
市
の
生
涯
学
習
推
進
に
つ
い
て
は
、
平
成
四
年
に
本

市
を
会
場
に
開
催
さ
れ
た
第
四
回
全
国
生
涯
学
習
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
を
契
機
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
市
長
部
局
へ
の
推

進
室
の
設
置
、
本
市
独
自
の
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

の
開
催
を
は
じ
め
、
各
種
施
策
を
展
開
し
て
き
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。
特
に
、
碧
水
園
、
白
石
城
、
ス
パ
ッ
シ
ュ

ラ
ン
ド
、
ホ
ワ
イ
ト
キ
ュ
ー
ブ
な
ど
、
生
涯
学
習
施
設
を

有
効
活
用
し
た
事
業
を
積
極
的
に
実
施
し
、
そ
の
推
進
に

努
め
て
お
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
先
月
二
十
五
日
の
日
経
新
聞
夕
刊
で
、
本

市
に
ゆ
か
り
の
で
き
た
作
家
の
林
真
理
子
さ
ん
が
、
本
市

を
「
ソ
フ
ト
が
伴
っ
た
音
楽
の
町
」
で
あ
る
と
絶
賛
し
た

記
事
を
掲
載
さ
れ
た
こ
と
が
証
明
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
県
内
外
か
ら
も
本
市
の
文
化
に
対
す
る
取
り
組

み
が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
年
度
も
白
石

市
文
化
体
育
活
動
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
し
た
文
化
及
び
体

育
事
業
を
積
極
的
に
展
開
す
る
と
と
も
に
、
生
涯
学
習
施

設
の
利
活
用
を
図
り
な
が
ら
、
文
化
の
振
興
、
生
涯
学
習

の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

本
市
に
は
先
人
が
築
き
あ
げ
た
歴
史
的
な
文
化
遺
産
が

数
多
く
残
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
真
田
幸
村
公
の
墓
碑
や
真

田
家
と
ゆ
か
り
の
あ
る
当
信
寺
や
清
林
寺
も
そ
の
一
つ
で

あ
り
、
本
年
十
一
月
に
は
真
田
氏
と
関
係
の
あ
る
全
国
の

市
町
村
が
本
市
に
集
い
、
新
世
紀
を
記
念
し
た
「
真
田
サ

ミ
ッ
ト
」
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
本
サ
ミ
ッ
ト
を
通

し
て
人
的
、
物
的
な
交
流
を
深
め
、
広
域
連
携
の
も
と
に

地
域
活
性
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
本
年
は
「
新
世
紀
み
や
ぎ
国
体
」
が
開
催
さ

れ
ま
す
。

本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
秋
季
大
会
と
し
て
十
月
十
四

日
、
十
五
日
の
二
日
間
に
山
岳
競
技
が
、
ま
た
、
十
五
日
、

十
六
日
の
二
日
間
に
わ
た
り
新
体
操
競
技
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
そ
の
支
援
の
た
め
に
行
政
は
も
と
よ
り
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
大
い
に
期
待
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

地
域
情
報
化
の
推
進

四
番
目
の
柱
が
各
分
野
に
お
け
る
情
報
化
で
あ
り
ま

す
。本

市
の
公
共
施
設
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
白
石
イ
ン
ト

ラ
ネ
ッ
ト
は
、
情
報
セ
ン
タ
ー
「
ア
テ
ネ
」
を
中
核
拠
点

と
し
て
、
昨
年
度
ま
で
に
す
べ
て
の
公
民
館
と
小
中
学
校

を
含
む
四
十
箇
所
が
接
続
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
か
ら

は
、
事
故
防
止
に
向
け
た
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
も
念
頭
に

置
き
つ
つ
、
そ
の
情
報
通
信
イ
ン
フ
ラ
を
活
用
し
た
シ
ス

テ
ム
の
整
備
に
力
を
注
い
で
ま
い
り
ま
す
。

地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
基
盤
整
備
事
業
で
整
備
さ
れ
た

市
議
会
ラ
イ
ブ
中
継
は
、
次
期
定
例
市
議
会
か
ら
の
運
用

に
向
け
て
準
備
中
で
あ
り
ま
す
し
、
放
送
通
信
機
構
（
Ｔ

Ａ
Ｏ
）
に
採
択
さ
れ
た
「
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
福
祉
活
動

情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
」
実
験
事
業
も
開
始
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
Ｉ
Ｔ
社
会
に
お
け
る
市
民
生
活
向
上
に
向
け
た
ソ
フ

ト
の
充
実
に
取
り
組
む
所
存
で
あ
り
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
ハ
ー
ド
面
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
も
時
々

刻
々
と
進
む
情
報
技
術
の
進
展
を
見
据
え
な
が
ら
、
中
心

市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
に
計
画
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
産

業
面
で
の
活
用
も
考
慮
し
て
、
そ
の
整
備
に
対
し
て
は
関

係
機
関
に
財
政
支
援
を
働
き
か
け
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
政
府
の
打
ち
出
し
た
日
本
新
生
プ
ラ
ン
に
か
か

る
Ｉ
Ｔ
利
用
技
能
の
向
上
に
つ
い
て
は
、
本
市
は
す
で
に

情
報
セ
ン
タ
ー
発
足
の
三
年
前
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
制
度
に
の
っ
と
っ
た
Ｉ
Ｔ
講
習

会
や
ア
テ
ネ
塾
な
ど
を
開
催
し
な
が
ら
、
市
民
の
情
報
リ

テ
ラ
シ
ー
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

教
　
育

次
に
、
教
育
で
あ
り
ま
す
が
、
危
険
建
物
に
指
定
さ
れ
、

平
成
十
二
年
よ
り
設
計
に
入
っ
て
お
り
ま
す
福
岡
中
学
校

体
育
館
、
さ
ら
に
、
南
中
学
校
体
育
館
建
設
工
事
は
、
年

度
内
の
完
成
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。
同
時
に
、
南
中

学
校
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
危
険
校
舎

の
指
定
を
受
け
、
一
日
も
早
い
校
舎
の
建
設
に
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。

都
市
基
盤
の
整
備

次
に
、
都
市
基
盤
の
整
備
を
進
め
る
上
で
、
ま
た
、
安

全
で
快
適
な
土
地
利
用
を
図
っ
て
い
く
た
め
に
必
要
と
な

る
土
地
分
類
細
部
調
査
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
昨
年

度
に
引
き
続
き
国
土
交
通
省
の
補
助
を
受
け
な
が
ら
、
継

続
し
て
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

都
市
計
画
道
路
「
八
幡
町
兎
作
線
」
に
つ
い
て
は
、
白

石
高
校
前
の
区
間
四
十
メ
ー
ト
ル
、
さ
ら
に
ポ
ケ
ッ
ト
パ

ー
ク
工
事
を
平
成
十
二
年
度
繰
越
工
事
と
し
て
整
備
い
た

し
ま
す
。

ま
た
、
都
市
計
画
道
路
「
中
河
原
白
石
沖
線
」
に
つ
い

て
も
、
用
地
買
収
が
ほ
ぼ
完
了
す
る
こ
と
か
ら
、
本
年
度

は
国
道
一
一
三
号
か
ら
新
国
道
一
一
三
号
バ
イ
パ
ス
ま
で

の
百
三
十
一
メ
ー
ト
ル
を
整
備
し
、
完
成
す
る
予
定
で
あ

り
ま
す
。

さ
ら
に
、
本
年
度
新
た
に
都
市
計
画
道
路
「
沖
ノ
沢
郡

山
線
」
の
路
線
全
体
の
調
査
設
計
を
行
い
、
平
成
十
四
年

度
新
規
事
業
の
採
択
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

▲市民合唱団として定着した「キューブ＆キューブジュニア合唱団」のジョイントコンサート▲アテネで開催されている「パソコン講習会」

ë

式
典
補
助
な
ど
多
く
の
市
民
の
協
力
を
受
け
て
開
催
さ
れ

た
「
み
や
ぎ
国
体（
新
体
操
）リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
」
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